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大海人皇子と尼子娘の出会い（３Ｄシアターの一場面）

　最近読んで感動した小説、高校生の時に共感した外国文学、やっぱり外せな
い明治時代の文豪の作品など、古今東西は問いません。小説であれば何でも応
募してください。12月７日（日）に開催する図書館まつりで、応募用紙と本を
展示します。
＊応募用紙は各図書館と各コミセンで入手可
●募集期間　10月１日（水）～同31日（金）
●申 込 先　宗像ユリックス図書館、深田分館（海の道むなかた館内）、
　　　　　　須恵分館（河東コミセン内）、えほんのへや（メイトム宗像内）

大活字本
4 4 4 4

を利用してください
　「最近、小さい文字が読みにくくなっ
た」という人にお勧めの、文字の大き
い本があります。元の本が出版されて
から少し年数の経った本ですが、「読み
やすい」「目が疲れない」と好評です。

■問い合わせ先
　市民図書館　☎（37）１３２１

大きな文字で読みやすい大活字本（右）と
元の本

タイトル 内　　　容

第１話 玄界灘の守り神
　田熊石畑（たぐまいしはたけ）遺跡で実際に生活をしていた
人々が生きていた弥生時代を中心に、宗像を取り巻く情勢を描
いています。

第２話 海人（あま）の都
ムナカタ

　２話連続で弥生時代から古墳時代に移り変わるころの宗像を
描いています。宗像地域に前方後円墳が築かれる契機となった
地方豪族宗像氏とヤマト王権との出会いを、侵略ではない絶妙
な交渉で服属関係となっていく様子を描いています。第３話 ムナカタとヤマト

をつないだ海人

第４話 玄界灘の軍神

　沖ノ島の岩陰祭祀の時期を中心に、「ヤマト王権」と親密な関
係にあった韓国「百済」、九州地方の一大勢力であった「筑紫の
君磐井（いわい）」と親密関係にあった韓国「新羅」、その板挟
みとなっていた宗像氏のとった行動を描いています。

第５話 海の民ムナカタ

　大海人（おおあまの）皇子（後の天武天皇）が、幼少のころ
に宗像君徳善（むなかたのきみとくぜん）の娘「尼子娘（あま
このいらつめ）」と出会います。その後、天武天皇の命で、日本
最古の歴史書と呼ばれる「古事記」の編さんに協力する尼子が、
自身の生い立ちと宗像に関する記事について語り始めます。

募集！


